
【
期
間
】

令
和
三
年
九
月
二
十
一
日
か

ら
三
〇
日
ま
で
の
一
〇
日
間
実

施
さ
れ
ま
す
。

最
終
日
の
九
月
三
十
日
は
『
交

通
事
故
ゼ
ロ
の
日
』
で
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

☆
安
全
を
つ
な
げ
て
広
げ
て

事
故
ゼ
ロ
へ

【
運
動
の
重
点
】

◎
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保

◎
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防

止
と
歩
行
者
等
保
護
な
ど
安
全

意
識
の
向
上

◎
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通

ル
ー
ル
の
徹
底

◎
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶

◎
自
転
車
安
全
五
則
の
周
知
・
徹
底

清
水
警
察
署
交
通
課

斉
藤
警
部
補
様
か
ら
の
投
稿
で

す
。

令
和
３
年
８
月
末
現
在
、
静
岡

県
下
で
は
、
自
転
車
乗
車
中
の

交
通
事
故
に
よ
り
１
２
人
（
前

年
同
時
期
比
＋
４
人
）
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
利
用
者
の
中
に
は
、

・
一
時
停
止
無
視

・
な
が
ら
運
転

・
歩
道
上
で
の
危
険

な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
軽
視
し

て
、
交
通
事
故
に
直
結
す
る
危

険
な
運
転
を
し
て
い
る
人
も
多

く
見
か
け
ま
す
。

自
転
車
も
車
両
の
仲
間
で
す
の

で
、
道
路
交
通
法
の
ル
ー
ル
を

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

特
に
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若

い
世
代
の
み
な
さ
ん
は
、
自
転

車
を
利
用
す
る
機
会
も
多
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
「
自
転
車
安

全
利
用
五
則
」
を
守
っ
て
安
全

に
自
転
車
を
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
交
通

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
未
成
年
者
の
み
な
さ
ん
に

も
思
い
処
罰
が
下
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
過
去
に
は
、
自
転
車
に
よ

る
交
通
事
故
で
約
９
，
５
０
０

万
円
も
の
高
額
な
賠
償
金
を
課

せ
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

自
転
車
の
安
全
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
！

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
が
夜

間
に
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
反
射
材

を
活
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

昼
間
と
夜
間
を
比
べ
て
み
る
と
・
・
・
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自
転
車
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
！

『
自
転
車
安
全
利
用
五
則
』

・
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

・
車
道
は
左
側
を
通
行

・
歩
道
は
歩
行
車
優
先
で
、

車
道
よ
り
を
徐
行

・
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

〇
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

並
進
の
禁
止

〇
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

〇
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と

一
時
停
止
・
安
全
確
認

・
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

反
射
材
の
効
果
に
つ
い
て



反
射
材
を
身
に
着
け
て
い
る
と
、

車
両
の
運
転
者
に
早
め
に
自
分

が
道
路
上
に
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
交

通
事
故
に
遭
い
に
く
く
な
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
も
ラ
イ
ト
と
反
射
材
で

事
故
防
止
！

【
東
名
高
速
道
路
】

他
県
を
訪
れ
る
時
に
通
行
す
る

道
路
の
１
つ
と
し
て
東
名
高
速

道
路
が
あ
り
ま
す
。

東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
３
大

都
市
圏
を
結
ぶ
日
本
の
大
動
脈

で
あ
り
、
東
京
都
世
田
谷
区
を

起
点
と
し
、
愛
知
県
小
牧
市
に

至
る
延
長
３
４
６
．
８
㎞
の
高

速
自
動
車
国
道
で
す
。

全
て
の
起
点
（
高
速
道
路
の
始

ま
り
）
は
東
京
（
日
本
橋
に
つ

く
ら
れ
た
道
路
元
標
）
で
あ
っ

た
た
め
、
一
部
例
外
は
あ
り
ま

す
が
、
東
京
に
向
か
う
方
向
が

上
り
線
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

路
線
に
お
け
る
起
点
か
ら
の
距

離
を
示
す
「
キ
ロ
ポ
ス
ト
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
場
所

が
起
点
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
距

離
に
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

【
新
東
名
高
速
道
路
】

神
奈
川
県
海
老
名
市
か
ら
静
岡

県
を
経
由
し
愛
知
県
豊
田
市
へ

至
る
高
速
道
路
で
す
。

東
名
高
速
道
路
と
比
較
し
て
、

急
曲
線
・
急
こ
う
配
等
が
少
な

い
上
、
最
高
速
度
１
２
０
㎞
で

運
用
さ
れ
て
い
る
区
間
も
あ
り

ま
す
。

【
中
部
横
断
自
動
車
道
】

静
岡
県
静
岡
市
を
起
点
に
、
山

梨
県
甲
斐
市
を
経
由
し
て
長
野

県
小
諸
市
に
至
る
延
長
１
３
２

㎞
の
高
速
自
動
車
国
道
で
す
。

中
部
横
断
自
動
車
国
道
の
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
山
梨
県
か
ら
静

岡
県
ま
で
の
移
動
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
で
す
。

令
和
３
年
８
月
２
９
日
１
６
時

全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

高
速
道
路
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
時

の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
（
Ｓ
Ａ
）
や
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
で
の
一

休
み
。
ご
当
地
の
名
産
を
使
っ

た
料
理
や
お
土
産
を
見
る
と
、

旅
行
気
分
も
一
層
盛
り
上
が
り

ま
す
よ
ね
。

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
建
物

に
近
い
位
置
に
開
い
て
い
る
ス

ペ
ー
ス
は
な
い
か
、
探
し
な
が

ら
運
転
を
し
ま
す
。
何
か
を
探

し
な
が
ら
運
転
を
し
て
い
る
と

き
に
は
、
事
故
を
起
こ
す
リ
ス

ク
が
高
ま
る
こ
と
が
事
故
分
析

か
ら
分
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
か
ら
降
り
る
と
つ
い

ホ
ッ
と
し
て
し
ま
い
が
ち
で
も

あ
り
ま
す
。
つ
い
最
短
距
離
で

ト
イ
レ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
か
っ

て
し
ま
う
も
の
で
す
。

観
光
バ
ス
か
ら
降
り
て
き
た
団

体
客
が
、
人
と
話
な
が
ら
、
ま
っ

た
く
車
に
対
し

て
注
意
し
て
い

な
い
こ
と
も
多

い
で
す
。

車
も
人
も
危
険

は
な
い
か
周
り

を
見
て
か
ら
行

動
を
し
て
く
だ

さ
い
。
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